
 

 

 

 

 

■進路について、じっくり考えてみよう 

 １０月も中旬を迎え、気候的にも大変過ごしやすい時

期になりました。勉強はもちろんですが部活動や課外活

動など、じっくり腰を据えて取り組める時期です。１年

生は来月に大学・企業研究所訪問が、２年生は明日スペ

シャリストガイダンスが開催され、大学や職業について

考える機会が用意されています。皆さんにはぜひこの時

間を有効に活用して、進路について考える機会としてほ

しいと思います。本号では、各学年の皆さんが、進路に

ついて考えるヒントになるような話題を紹介したいと思

います。 

 

■進路指導室の情報書籍、活用してますか？ 

 進路指導室は、進路研究に関するあらゆる情報が日々

集まる場所です。大学

入試過去問集（通称「赤

本」）も続々と入荷し、

最新版が大分出そろい

ました。 

 過去問のほかにもさ

まざまな業者が作成し

た資料集も新年度版が

届くようになり、「面接

アンケート集」「小論文

過去問資料」などは複

数の業者のものが書棚

にあり、網羅性を高めています。大学の募集要項も最新

版がレター

ボックスに

入っていま

すし今年度

の指定校の

リストもあ

ります。こ

れから受験

を迎える３

年生だけでなく、最新の情報や先輩方の資料などを見た

い場合自由に閲覧（コピー）することができます。さま

ざまな情報収集の一助として、進路指導室の閲覧コーナ

ー、有効に活用してみませんか。 

 

 

 

 

 

■「志望理由書」は、大学への「ラブレター」 

 大学入試の出願の際、特に学校推薦型選抜や総合型選

抜においては「志望理由書」の提出が求められる場合が

あります。「志望理由書」とは、文字通り「その学校（学

部・学科）に入学したい理由」について記した書類のこ

とであり、最近は一般入試でも提出を求められるケース

も増えています。入学したい理由に加え、「将来の希望」

や「この学校で特に取り組みたいこと」などを記入する

こともあり、もちろんその書類自体が評価の対象となる

ほか、面接試験等においてはその志望理由書を踏まえて

質問されることもあります。 

 志望理由書を書くにあたっては、その大学を目指すき

っかけのみならず、その目標のために今までどんなこと

を頑張ってきたのかもアピールする必要があります。一

朝一夕に書けるものでもないので、１・２年生の皆さん

も一度自分の志望校について深く考え、一度志望理由書

を書いてみてはどうでしょうか（志望校へのラブレター

です）。改めて自分の気持ちを整理することで志望校への

思いが大きくなるかもしれません。 

 

■進路を決めるにあたってのメッセージ 

 裏面のメッセージは、昨年度の 1年生（現 2年生）の

文理選択時に、「進路選択にあたり考えてほしいこと」と

して学年便りに掲載したメッセージです。文理選択のみ

ならず、職業や進学先を考えるにあたっては共通して大

事にしてほしいことでもあります。あらためて掲載しま

すので、学年を問わず自分の進路決定の際のひとつの「み

ちしるべ」にしてほしいと思います。 
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■コース選択の最終決定にあたって 

 １年生の皆さんへ。文理選択の最終決定の時期になり

ました。入学して１年も経っていないのに、もう将来の

進路を決める大きな決断を迫られるなんて、と感じる人

は多いと思います。しかも、現在の教育課程では一度文

理を選択してしまうと、途中でそのコースを変更して授

業を受けることが事実上不可能な状況にあります。だか

らこそ、この最終決定にあたっては、よく考えて後悔の

ない選択をしてほしいと考えます。そのために、進路指

導の観点からお伝えしたいことをまとめてみたいと思い

ます。もう決まっている、という人も改めて自分の進路

について考える機会にしてください。 

目指す夢へのアプローチは、１つではない  

 「困っている人の役に立ちたいから医者になりたい」。

本校の生徒は、「誰かの役に立ちたい」という気持ちをも

つ人がとても多いと思います。素敵なことです。ですが、

「人の役に立たない」仕事って、あるんでしょうか？（人

の役に立つから「仕事」が成立するんですよね）。だから

こそ、皆さんには、「どのような形で世の中に貢献するか」

まで考えてほしいと思っています。例えば、「病気で困っ

ている人を助けたい」人が真っ先に思い浮かぶ仕事は「医

師」かもしれませんが、同じ夢を実現するためのアプロ

ーチ方法は実際にはいろいろあります。患者の負担を軽

減する医療機器を開発したり、新薬やウイルスの研究を

したり、法整備を行ってさまざまな医療問題を解決した

り、など様々。そこに文理の壁はありません。むしろ、

複数のプロフェッショナルが力を合わせないと解決でき

ないほど現代の諸問題は複雑化しているともいえます。

夢の実現のためには現在考える道筋のほかにどんな選択

肢があるのか、これをしっかり考えてほしい。その結果

「やっぱりこの進路がいい」とうことであれば目指せば

いい。ですが、様々な候補をきちんと比較した上での決

断にしてほしいと思います。 

 そして、もう１つ。皆さんは、世の中にある仕事のほ 

んの一部しかまだ知らない、ということ。 

 

・アクチュアリー  ・言語聴覚士 

・インダストリアルデザイナー 

例えばこんな仕事、皆さんは知っていますか？今皆さん

はほんの一部の選択肢から仕事を選ぼうとしていると言

えます。皆さんが知らない仕事のなかに、もっと向いて

いる仕事があるかもしれないのです。「初志貫徹弁護士を

目指します」も立派ですが、それでも、自分の力を最大

限発揮できる仕事を探し続ける姿勢も大切です。そうい

う意味では、第一志望というのは、「それがベストなのか」

を常に検討し続けるものである、とも言えます。 

適性って？  

 「医師の適性」「教師の適性」「外交官の適性」。「適性」

って、よく聞きますが、そもそも高校生の皆さんにその

「適性」があるかなんて、果たして誰が判断できるので

しょうか。適性があるかどうか分からないけど、仕事を

続けていくうちにその適性が身についていく、ってこと

だってあるはずです。だったら、今の皆さんが身につけ

るべき「適性」とは？それは、「目標実現のためにやらな

ければならない課題から逃げないこと」です。文系なの

に英語が苦手（理系なのに数学が苦手）でしかも克服の

ために何か努力をしている訳でもない（逃げたまま）。だ

とすればそれは「適性がない」と判断されても仕方ない

でしょう。選択をする、ということはもう言い訳をしな

い、逃げない、と覚悟を決めるということでもあるので

す。 

セカンドオピニオンが聞ける人は、失敗しない  

 文理選択にあたり、苦手科目の存在が悩みの種になる

こともあります。そんな人は担任や教科の先生に相談し

てほしい。数年前、数学の苦手を心配されつつ頑なに理

系を選んだ生徒が３年次に結局文系の大学を選択するこ

ととなり、その時に言い放った言葉が「あの時先生がも

っと強く文系を勧めてくれたら文系にしていたかもしれ

ない（ちなみに担任は心配して何度も面接でアドバイス

をしていましたが当時その生徒には聞く耳をもってもら

えなかったそうです）」。大きな選択をするにあたり、「私

もう決めたから」と「聞く耳を持たない」生徒が実は危

険なんです。見通しのないまま見切り発車してしまう可

能性があるからです。最終判断は自分でするにせよ、セ

カンドオピニオン、サードオピニオンを受け入れる度量

のある生徒は、紆余曲折あっても最終的には納得のいく

選択ができることが多いです。進路選択に少しでも不安

のある生徒は、担任や教科担当の先生によく話を聞いて

もらってください。 


